
 

 

 

令和４年度 第１回 

横浜市中央卸売市場開設運営協議会 

次 第 
 

日 時：令和４年10月14日（金）10時～    

会 場：横浜市中央卸売市場本場 

市場センタービル３階広報コーナー 

 

 

１ 開  会 
 
 

２ 理事挨拶 
 

 

３ 議  題 

(1) 会長・副会長の選任について 

(2) 令和５年における臨時休場日及び臨時開場日の設定について 

(3) その他 
 
 

 ４ 報告事項 

  (1) 横浜市中央卸売市場経営展望 各戦略の取組状況について 

  (2) その他 
 
 

５ 閉  会 

 

 

【添付資料】 

 資料１   横浜市中央卸売市場運営協議会委員名簿 
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 資料３－１ 令和５年（2023年）における臨時休場日及び臨時開場日の設定について 
 資料３－２ 令和５年（2023年） 臨時休場日・臨時開場日（青果部）【案】 
 資料３－３ 令和５年（2023年） 臨時休場日・臨時開場日（水産物部）【案】 

 資料３―４ 令和５年（2023年） 臨時休場日・臨時開場日（食肉部）【案】 

資料４   横浜市中央卸売市場経営展望 各戦略の取組状況について 
資料５   横浜市中央卸売市場本場 青果部卸売業者の業務終了に伴う経営・雇用相 

談について 



 

 

横浜市中央卸売市場開設運営協議会委員名簿 

 

 

  氏 名 職   名 

１ 委 員 山 下 東 子 大東文化大学経済学部教授 

２ 委 員 高 力 美由紀 新潟食料農業大学食料産業学部教授 

３ 委 員 髙 井 典 子 神奈川大学国際日本学部教授 

４ 委 員 柴 田 典 子 横浜市立大学国際商学部准教授 

５ 委 員 長 岡 英 典 一般社団法人大日本水産会常務理事 

６ 委 員 真 壁 勇 男 全国農業協同組合連合会神奈川県本部農産部長 

７ 委 員 松 﨑 嘉 子 横浜市消費者団体連絡会代表幹事 

８ 委 員 福 留 秀 樹 金港青果株式会社代表取締役社長 

９ 委 員 後 藤 正 明 横浜丸中青果株式会社代表取締役社長 

10 委 員 小 島 雅 裕 横浜丸魚株式会社代表取締役社長 

11 委 員 石 井 良 輔 横浜魚類株式会社代表取締役社長 

12 委 員 山 口 義 行 横浜食肉市場株式会社代表取締役 

13 委 員 鈴 木 格 次 横浜中央市場青果卸協同組合理事長 

14 委 員 布 施 是 清 横浜魚市場卸協同組合代表理事 

15 委 員 善 福 伸 一 横浜市場冷蔵株式会社代表取締役社長 

16 委 員 酒 井 誠 一 横浜青果小売商協同組合連合会会長 

17 委 員 明 澤 重 明 横浜水産物商業協同組合理事長 

18 委 員 星 野 光 治 横浜食肉商業協同組合理事長 

19 委 員 出 川 雄一郎 横浜市中央卸売市場関連事業者協同組合代表理事 

                              （敬称略・順不同） 

  

委員数：19名 

 任期：令和４年９月１日から令和６年８月31日まで 
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令和５年（2023年）における臨時休場日及び臨時開場日の設定について 

 

 横浜市場への出荷者は同時に東京市場へも出荷することが多いため、出荷者の利便性向上の観

点などから、影響力の大きな東京市場の動向に合わせることを基本としながら、横浜市の個別事

情を勘案して設定しています。 

 

１ 条例で定める休場日について 

(1) 本場 

ア 日曜日及び水曜日（１月５日及び12月27日から12月30日までを除く）、祝日 

イ １月２日から１月４日まで及び12月31日 

(2) 食肉市場 

ア 日曜日及び土曜日（１月５日及び12月28日を除く）、祝日 

イ １月２日から１月４日まで及び12月29日から12月31日まで 

  

２ 臨時休場日・臨時開場日の考え方について 

出荷者及び消費者の利益の確保のため、またはそれを阻害しない限りにおいて、臨時に休場

日及び開場日を設定することができると条例で定めています。 

令和５年については、それぞれ以下のとおり臨時休場日・臨時開場日を設定します。 

 

＜本場（青果部）＞ 年間開場日数：252日 

(1) 臨時休場日（３日） 

ア 夏期のお盆の休場日として、８月14日・15日を臨時休場日とします。 

イ 東京市場と合わせ、12月30日を臨時休場日とします。 

(2) 臨時開場日（10日） 

ア 原則、祝日のある同一週内の水曜日を臨時開場日とします。 

イ 東京市場と合わせ、８月11日・11月３日を臨時開場日とします。 

 

＜本場（水産物部）＞ 年間開場日数：256日 

(1) 臨時休場日（２日） 

ア 夏期のお盆の休場日として、８月14日・15日を臨時休場日とします。 

(2) 臨時開場日（13日） 

ア 祝日のある同一週内の水曜日を臨時開場日とします。 

イ 東京市場と合わせ、５月５日・８月11日・11月３日を臨時開場日とします。 

 

  

裏面あり 
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＜食肉市場（食肉部）＞ 年間開場日数：244日 

(1) 臨時休場日（３日） 

ア 施設点検（３月６日）を臨時休場日とします。 

イ 夏期のお盆の休場日として、８月14日・15日を臨時休場日とします。 

 

(2) 臨時開場日（３日） 

ア 年末の需要の増加等に対応するため、12月９日、16日、23日の土曜日を臨時開場日とし

ます。 

 



は条例上の休場日（110日）

【  】 は臨時休場日（3日）

【  】 は臨時開場日（10日）

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7 29 30 31 1 2 3 4 26 27 28 1 2 3 4

8 9 10 【11】 12 13 14 5 6 7 8 9 10 11 5 6 7 8 9 10 11

15 16 17 18 19 20 21 12 13 14 15 16 17 18 12 13 14 15 16 17 18

22 23 24 25 26 27 28 19 20 21 【22】 23 24 25 19 20 21 【22】 23 24 25

29 30 31 1 2 3 4 26 27 28 1 2 3 4 26 27 28 29 30 31 1

5 6 7 8 9 10 11 5 6 7 8 9 10 11 2 3 4 5 6 7 8

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

26 27 28 29 30 31 1 30 1 2 3 4 5 6 28 29 30 31 1 2 3

2 3 4 5 6 7 8 7 8 9 10 11 12 13 4 5 6 7 8 9 10

9 10 11 12 13 14 15 14 15 16 17 18 19 20 11 12 13 14 15 16 17

16 17 18 19 20 21 22 21 22 23 24 25 26 27 18 19 20 21 22 23 24

23 24 25 26 27 28 29 28 29 30 31 1 2 3 25 26 27 28 29 30 1

30 1 2 3 4 5 6 4 5 6 7 8 9 10 2 3 4 5 6 7 8

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

25 26 27 28 29 30 1 30 31 1 2 3 4 5 27 28 29 30 31 1 2

2 3 4 5 6 7 8 6 7 8 9 10 【11】 12 3 4 5 6 7 8 9

9 10 11 12 13 14 15 13 【14】 【15】 【16】 17 18 19 10 11 12 13 14 15 16

16 17 18 【19】 20 21 22 20 21 22 23 24 25 26 17 18 19 【20】 21 22 23

23 24 25 26 27 28 29 27 28 29 30 31 1 2 24 25 26 27 28 29 30

30 31 1 2 3 4 5 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7 29 30 31 1 2 【3】 4 26 27 28 29 30 1 2

8 9 10 【11】 12 13 14 5 6 7 8 9 10 11 3 4 5 6 7 8 9

15 16 17 18 19 20 21 12 13 14 15 16 17 18 10 11 12 13 14 15 16

22 23 24 25 26 27 28 19 20 21 【22】 23 24 25 17 18 19 20 21 22 23

29 30 31 1 2 3 4 26 27 28 29 30 1 2 24 25 26 27 28 29 【30】

5 6 7 8 9 10 11 3 4 5 6 7 8 9 31 1 2 3 4 5 6

年間開場日数:252日

10月 (22日) 11月 (21日) 12月 (22日)

(21日)

４月 (20日) ５月 (20日) ６月 (22日)

７月 (22日) ８月 (21日) ９月

≪案≫

令和５年（2023年） 臨時休場日・臨時開場日［本場（青果部）］

１月 (20日) ２月 (19日) ３月 (22日)
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は条例上の休場日（107日）

【  】 は臨時休場日（2日）

【  】 は臨時開場日（13日）

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7 29 30 31 1 2 3 4 26 27 28 1 2 3 4

8 9 10 【11】 12 13 14 5 6 7 【8】 9 10 11 5 6 7 8 9 10 11

15 16 17 18 19 20 21 12 13 14 15 16 17 18 12 13 14 15 16 17 18

22 23 24 25 26 27 28 19 20 21 【22】 23 24 25 19 20 21 【22】 23 24 25

29 30 31 1 2 3 4 26 27 28 1 2 3 4 26 27 28 29 30 31 1

5 6 7 8 9 10 11 5 6 7 8 9 10 11 2 3 4 5 6 7 8

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

26 27 28 29 30 31 1 30 1 2 3 4 【5】 6 28 29 30 31 1 2 3

2 3 4 5 6 7 8 7 8 9 10 11 12 13 4 5 6 7 8 9 10

9 10 11 12 13 14 15 14 15 16 17 18 19 20 11 12 13 14 15 16 17

16 17 18 19 20 21 22 21 22 23 24 25 26 27 18 19 20 21 22 23 24

23 24 25 【26】 27 28 29 28 29 30 31 1 2 3 25 26 27 28 29 30 1

30 1 2 3 4 5 6 4 5 6 7 8 9 10 2 3 4 5 6 7 8

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

25 26 27 28 29 30 1 30 31 1 2 3 4 5 27 28 29 30 31 1 2

2 3 4 5 6 7 8 6 7 8 9 10 【11】 12 3 4 5 6 7 8 9

9 10 11 12 13 14 15 13 【14】 【15】 【16】 17 18 19 10 11 12 13 14 15 16

16 17 18 【19】 20 21 22 20 21 22 23 24 25 26 17 18 19 【20】 21 22 23

23 24 25 26 27 28 29 27 28 29 30 31 1 2 24 25 26 27 28 29 30

30 31 1 2 3 4 5 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7 29 30 31 1 2 【3】 4 26 27 28 29 30 1 2

8 9 10 【11】 12 13 14 5 6 7 8 9 10 11 3 4 5 6 7 8 9

15 16 17 18 19 20 21 12 13 14 15 16 17 18 10 11 12 13 14 15 16

22 23 24 25 26 27 28 19 20 21 【22】 23 24 25 17 18 19 20 21 22 23

29 30 31 1 2 3 4 26 27 28 29 30 1 2 24 25 26 27 28 29 30

5 6 7 8 9 10 11 3 4 5 6 7 8 9 31 1 2 3 4 5 6

年間開場日数:256日

10月 (22日) 11月 (21日) 12月 (23日)

(21日)

４月 (21日) ５月 (21日) ６月 (22日)

７月 (22日) ８月 (21日) ９月

≪案≫

令和５年（2023年） 臨時休場日・臨時開場日［本場（水産物部）］

１月 (20日) ２月 (20日) ３月 (22日)
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は条例上の休場日（118日）

【  】 は臨時休場日（３日）

【  】 は臨時開場日（３日）

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7 29 30 31 1 2 3 4 26 27 28 1 2 3 4

8 9 10 11 12 13 14 5 6 7 8 9 10 11 5 【6】 7 8 9 10 11

15 16 17 18 19 20 21 12 13 14 15 16 17 18 12 13 14 15 16 17 18

22 23 24 25 26 27 28 19 20 21 22 23 24 25 19 20 21 22 23 24 25

29 30 31 1 2 3 4 26 27 28 1 2 3 4 26 27 28 29 30 31 1

5 6 7 8 9 10 11 5 6 7 8 9 10 11 2 3 4 5 6 7 8

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

26 27 28 29 30 31 1 30 1 2 3 4 5 6 28 29 30 31 1 2 3

2 3 4 5 6 7 8 7 8 9 10 11 12 13 4 5 6 7 8 9 10

9 10 11 12 13 14 15 14 15 16 17 18 19 20 11 12 13 14 15 16 17

16 17 18 19 20 21 22 21 22 23 24 25 26 27 18 19 20 21 22 23 24

23 24 25 26 27 28 29 28 29 30 31 1 2 3 25 26 27 28 29 30 1

30 1 2 3 4 5 6 4 5 6 7 8 9 10 2 3 4 5 6 7 8

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

25 26 27 28 29 30 1 30 31 1 2 3 4 5 27 28 29 30 31 1 2

2 3 4 5 6 7 8 6 7 8 9 10 11 12 3 4 5 6 7 8 9

9 10 11 12 13 14 15 13 【14】 【15】 16 17 18 19 10 11 12 13 14 15 16

16 17 18 19 20 21 22 20 21 22 23 24 25 26 17 18 19 20 21 22 23

23 24 25 26 27 28 29 27 28 29 30 31 1 2 24 25 26 27 28 29 30

30 31 1 2 3 4 5 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7 29 30 31 1 2 3 4 26 27 28 29 30 1 2

8 9 10 11 12 13 14 5 6 7 8 9 10 11 3 4 5 6 7 8 【9】

15 16 17 18 19 20 21 12 13 14 15 16 17 18 10 11 12 13 14 15 【16】

22 23 24 25 26 27 28 19 20 21 22 23 24 25 17 18 19 20 21 22 【23】

29 30 31 1 2 3 4 26 27 28 29 30 1 2 24 25 26 27 28 29 30

5 6 7 8 9 10 11 3 4 5 6 7 8 9 31 1 2 3 4 5 6

年間開場日数:244日

10月 (21日) 11月 (20日) 12月 (23日)

(20日)

４月 (20日) ５月 (20日) ６月 (22日)

７月 (20日) ８月 (20日) ９月

≪案≫

令和５年（2023年） 臨時休場日・臨時開場日［食肉市場（食肉部）］

１月 (18日) ２月 (19日) ３月 (21日)
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横浜市中央卸売市場経営展望
各戦略の取組状況について

横浜市経済局中央卸売市場

本場の戦略

【戦略１】 集荷・販売力の強化
【戦略２】 県内・市内関係者との関係強化
【戦略３】 品質管理水準高度化
【戦略４】 流通構造の効率化・高度化・システム化
【戦略５】 市場流通環境高度化に向けた設備投資
【戦略６】 市場プロモーションと賑わい創出
【戦略７】 効果的かつ安定的な市場運営体制の整備

2



【戦略１】
【集荷・販売力の強化

●量販店との連携（市場フェア）
●輸出拡大へ向けた取組
●横浜市場発 秋冬食材見本市・商談会
●仲卸事業者等の経営相談・支援

【戦略２】
【県内・市内関係者との関係強化

3

● 量販店との連携
○量販店による「横浜市場フェア」の開催
・11回開催（令和４年６月～９月）

・青果部仲卸が取引先の量販店に提案する
ことにより開催
横浜市では、フェアで使用する腰幕・ミニのぼり・
ポスターを提供したほか、SNS・ウェブサイトでの
広報を実施

・フェア対象品目の昨年同日比売上で
約２倍の売上高を記録した店舗も

4



● 輸出拡大へ向けた取組
○輸出勉強会の開催
・実務経験者による実践的な内容の勉強会を開催
・輸出の魅力をアピールし、輸出への取組意欲を喚起
○JETRO横浜と連携した支援
・輸出に詳しい専門家による伴走型支援
（現地情報提供、商談、契約締結等での支援）
・生鮮食品の輸出に実績のある商社の紹介や、
海外バイヤーからの引合案件の紹介

輸出実績のある品目

5

○輸出実務に係る経費補助
・展示会出展や通訳、パンフレットの外国語対応等に補助
（対象経費の２分の１、最大25万円補助）※募集中

● 横浜市場発 秋冬食材見本市・商談会
○新規顧客獲得に向けた水産物部の見本市の開催
・日 時 令和４年10月４日（火）

11:00～15:00
・会 場 水産棟卸売場
・主 催 横浜魚市場卸協同組合・横浜魚類㈱

・横浜丸魚㈱
・共 催 横浜市
・招待者 ホテル・飲食店・福祉施設等の

仕入れ業者など73団体 (105名)
・出展者 仲卸業者13社 関連事業者２社
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● 横浜市場発 秋冬食材見本市・商談会
○新規顧客獲得に向けた水産物部の見本市の開催
・見本市終了後の10月７日時点で、２件の新規契約が決定。
・来訪者からは、「また開催されたら来たい」「食材の勉強になった」「活気のある
本市場で買付を行いたい」などのご意見あり。
・来場者の中には、一度も本市場に来場したことがない業者が多数おり、目的
の１つである「新規顧客との繋がりの獲得」も達成。

7

● 仲卸事業者等の経営相談・支援
○公認会計士による研修会の開催

○仲卸業者等経営改善補助事業
・販路拡大や衛生環境の向上等、経営改善に取り組む仲卸業者等を支援
・補助上限額200万円、補助率３分の２
・エントリー段階での補助適合件数 13件
・主な補助事業内容 ECサイト販売対応の決済機・ソフトの導入

品質向上のための冷凍冷蔵庫の導入
販路拡大のための魚の真空包装機の導入

・テーマ 適格請求書保存方式（通称インボイス制度）
・開催日 10月６日（本場２回）、７日（南部市場１回）
・参加数 107名
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●取扱金額の推移
○青果部における取扱金額の推移
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●取扱金額の推移
○水産物部における取扱金額の推移
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【戦略３】
【品質管理水準高度化
●新型コロナウイルス感染症対策
●HACCP推進の取組

11

● 新型コロナウイルス感染症対策
○感染症対策の実施状況
・基本的な感染対策の徹底
①換気の徹底（休憩スペースなど）
②マスクの適切な着用
③手洗いや手指消毒の徹底
④体調不良の場合の出勤停止
・基本的対策の場内放送で定期的な呼びかけ、場内消毒作業の実施

〇基本的対策の引き続きの実施
〇国からの通知など
→場内の会議で周知

検温装置を導入した来場者の検温の実施 場内の消毒作業を実施 12



● HACCP推進の取組
○安全・品質管理協議会による取組の状況
・今年度の目標
HACCPの考え方を取り入れた衛生管理
(青果部・水産物部・関連事業者共通)
衛生管理の実施記録の作成
従事者の衛生管理記録の作成
※右記表は、上記２つの記録を両方とも達成している事
業者数です。

達成数
青果部(29者) 13者
水産物部(59者) 30者
関連事業者(21者) 10者

R4.７.１ 巡視結果

・今後の取組
場内事業者向けの研修会を開催

13

【戦略４】
【流通構造の効率化・高度化・システム化

●青果部物流効率化に向けての検討
●青果部再整備

【戦略５】
【市場流通環境高度化に向けた設備投資

14



● 青果部物流効率化に向けての検討

・場内の施設使用実態調査や交通量調査の結果（R3実施）等を基に、
青果棟２階駐車場の活用や青果棟１階の配置見直しに向けた、事業者
へのヒアリング実施や資料案作成

（R4年７月～）

○施設配置の見直し

○使用料の見直し
・施設使用料見直しに向けて、場内事業者との協議開始

（R4年７月～）

15

● 青果部再整備
○再整備工事の実施状況・F2棟を建設中
・F2棟建築工事（工事期間︓R３年12月～R５年２月（予定））

Ｆ２棟建築工事の様子
（撮影︓令和４年10月１日）

Ｆ２棟完成イメージ
（令和５年３月オープン予定）

・場内事業者の皆様のご協力もいただき、再整備工事は円滑に進行中

16



【戦略６】
【市場プロモーションと賑わい創出
●横浜市場直送店登録制度
●市場一般開放・関連棟一般開放
●未利用魚を活用した学校給食の実施
●マルシェイベントの開催

17

● 横浜市場直送店登録制度

・432店舗（令和４年10月14日現在）
（内訳）水産物部206店舗、青果部226店舗

直送店ポスター直送店ステッカー

○登録店舗数

○取組概要
・南区朝市で直送店登録店舗と連携し、PRブースを
設置（10月）
・申請書の提出方法に電子申請方法の追加
（12月頃運用開始予定）
・宣伝用グッズの作成予定（年度内）
・横浜市場場外マルシェイベントへの出店働きかけ
（10月）

18



● 市場一般開放・関連棟一般開放

・水産仲卸棟の開放を毎月第一・三土曜日開催
・新型コロナウイルス感染症の拡大により開催を中止
していたマグロの解体ショー等のイベントを一部再開
（令和４年５月～）
・平均来場者数718人（令和４年４月～９月）

○市場一般開放

○関連棟一般開放 マグロ解体ショー

・水産物部の休市日を除く、平日と土曜の９時から14時まで
・関連棟１階部分の飲食店（10店舗）と物販店（14店舗）
を一般の方も利用可能に
・関連棟の活性化をはかり、横浜市場の認知度向上につなげる

19

● 未利用魚を活用した学校給食の実施
○全市立小学校で未利用魚を活用した基準給食を実施
・実施月 令和５年１月実施予定
・給食数 約２０万食
・実施校 横浜市内の全市立小学校予定
・メニュー サバの甘酢あんかけ（予定）

○学校単位で未利用魚を使った独自給食を実施
・実施月 令和４年11月～令和５年１月で実施予定
・給食数 約９千食予定
・実施校 神奈川区内の小学校11校で実施予定

【基準給食イメージ】

20



● マルシェイベントの開催
○横浜市場場外マルシェ「場外でBBQ」の開催

日 時 令和４年８月13日(土)
～8月28日(日)

10:00～18:00
(金土日は10:00～21:00)

会 場 山内ふ頭
（横浜市中央卸売市場本場隣接地）

会場の様子

・市場直送の海鮮や野菜を堪能できるBBQコースを提供

21

● マルシェイベントの開催
○横浜市場場外マルシェ「場外でBBQ」の開催

BBQの様子

・来場者数 76組 371名
・来場者からは、
「海鮮・野菜の全てが美味しかった」
「洋風の味付けが良かった」
「夜景がきれいだった」
などのお声あり

会場からの夜景
22



● マルシェイベントの開催
○横浜市場場外マルシェ 今後の予定
「海鮮BBQ＆鍋」
・市場直送の海鮮・野菜BBQに加え、
11月の寒い時期にぴったりな鍋も用意
・日時 令和４年11月３日(木)～13日(日)

月～金 15:00～21:00
土日祝 11:00～21:00

海鮮BBQ

海鮮鍋
23

● マルシェイベントの開催
○横浜市場場外マルシェ 今後の予定
「秋の味覚キッチンカー祭り」
・数々のキッチンカーで、市場食材を活用
したオリジナルメニューを提供
・物販やエンタメスペースも出展予定
・日時 令和４年11月19日(土)

9:00～16:00

会場イメージ

24



【戦略７】
【効率的かつ安定的な市場運営体制の整備
●横浜市場経営推進会議
●安全・品質管理協議会
●横浜市場プロモーション委員会
●青果部活性化委員会
●魚食普及推進協議会

25

食肉市場の戦略

【戦略１】 市場関係者と連携した取組の強化

【戦略２】 高品質で安全・安心な食肉を供給

【戦略３】 食品流通の基幹的インフラとしての機能強化

【戦略４】 食肉の消費拡大に向けた積極的なプロモーション

26



【戦略１】
【市場関係者と連携した取組の強化
●市場フェアの実施
●新規仲卸業者の誘致

27

● 市場フェアの実施

・令和３年度に開始した地域別フェアをほぼ毎月開催しており、積極的な
集荷に取り組んでいます。（令和４年４月～９月にフェアを５回開催）

○ミートフェア・地方別フェアの実施

7/29 第２回東北フェア せり場の様子 ９/16 第２回関東甲信越フェア 最優秀賞 28



● 新規仲卸業者の誘致

・株式会社ロピア・ホールディングスの100％
出資会社である「株式会社L横浜センター」
が牛を取り扱う新規仲卸業者として、
令和４年９月に営業を開始。

・一層の市場取引の活性化が期待されます。

○株式会社L横浜センターが営業開始

29

● 出荷者への営業強化

・今年度も、全ての月で前年同月実績を上回る水準で推移
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○食肉市場における取扱金額の推移
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【戦略２】
【高品質で安全・安心な食肉を供給
●ＨＡＣＣＰ・防疫対策
●新型コロナウイルス感染症対策

31

● ＨＡＣＣＰ・防疫対策

・計画・手順書を元に、場内一丸となって、日々、取り組んでいます。
また、品質管理向上に向けた人材育成の一環として、５月19日に衛生検
査所職員による研修会を開催しました。

○ＨＡＣＣＰの現状

○豚熱（ＣＳＦ）への対応状況
・６月17日、交差汚染防止対策の視察があり、県中央家畜保健衛生所が
来場しました。これまでどおり防疫対策が適切に実施されていることが確認さ
れました。

32



● 新型コロナウイルス感染症対策

・仲卸棟、市場ビル等におけるマスク着用等の感染防止対策の指導
・アルコール製剤によるセリ場の机ふき取り清掃実施
・枝肉積込所の消毒設備の増

・食肉市場では、市場機能の維持のため、これまでの対策に加えて、感染者
等の療養期間を一般的な７日間ではなく、感染リスクが残存する日数を含
めた10日間にし、より一層場内での感染症対策を行っています。

【これまでの対策】

○感染症対策の実施状況

33

【戦略３】
【食品流通の基幹的インフラとしての機能強化
● 小動物解体ライン改修の進捗状況

34



● 小動物解体ライン改修の進捗状況
○改修概要
・前回改修から18年が経過した「小動物解体ライン」について全面改修を行
い、と畜における品質管理、衛生管理、作業の安全性等の向上を図るととも
に、小動物解体における省エネ化を行います

○改修スケジュール

基本構想
令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

基本設計 実施設計 工事

令和８年３月
改修完了予定

35

● 小動物解体ライン改修の進捗状況
○市場関係者をプロジェクトメンバーとしてPJ会議を開催
・PJ会議（分科会）を開催（令和４年度はこれまでに各１回開催）

○小動物解体施設整備に関する基本設計に着手
・基本構想で検討した内容をより具体的に図面化し、機械、電気、空調など
の各機器や配置等を確定
令和４年度　小動物解体ライン改修プロジェクト分科会
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
ライン等のイメージ修正、修正 ライン仮確定 ライン等の修正

各メーカーヒアリング、図面等へ反映

他市場視察

資料、情報収集（他市場の整備状況、機械メーカーのヒアリング等）

工事工程、メンテナンス方法等の検討

衛生管理、品質管理、廃棄物、清掃等設備関連の検討

スケジュール 解体室 36



【戦略４】
【食肉の消費拡大に向けた積極的なプロモーション
● 「ちむどんどん」横浜鶴見プロジェクトとの連携
● 横浜市場直送店登録制度等

37

● 「ちむどんどん」横浜鶴見プロジェクトとの連携

ちむどんどん＆ハマモツの電柱広告
横浜食肉市場PR館がスタンプラリーの
スポットとして参加（8/27～10/23） 横浜鶴見のチェンプルーフェス（10/2）に横浜食肉副生物組合が出店

・NHK連続テレビ小説「ちむどんどん」の舞台の一つとなった横浜市鶴見区での
プロジェクトに横浜食肉副生物組合が参加。
沖縄料理の中身そばの具として、市場ブランドの「ハマモツ」をPR

38



● 横浜市場直送店登録制度等

・登録店舗数（食肉部）︓35店舗（令和４年10月14日現在）
《市場取扱ブランドの紹介例》
ベイホテル東急「カフェ・トスカ」で開催された
ランチ･ディナーブッフェ「神奈川～地産地消～フェア」において、
当市場取扱ブランドを使用したメニュー 「やまゆりポーク」のポトフ
と 「はまぽーく」のロティを取り扱っていただきました。

・ハマからチョクでドン︕
横浜市場直送店登録制度などでの市場取扱ブランドのPR
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横浜市中央卸売市場本場 青果部卸売業者の 
業務終了に伴う経営・雇用相談を受け付けます 

 

 

横浜市中央卸売市場本場青果部の卸売業者である金港青果株式会社が、令和４年 11 月末に卸売業務

を終了することとなりました。これに伴い、取引先の経営への影響や離職者の発生が見込まれます。 

そこで、本場内の経営支援課の窓口において、場内事業者の皆様からの相談を受け付け、必要に応じ

て、資金繰りや経営、求職・雇用に関する以下の専門相談窓口を紹介いたします。 

 

■相談受付 

相談先：横浜市中央卸売市場本場経営支援課（横浜市神奈川区山内町１ 市場センタービル４階） 

受付時間：平日 午前９時～午後５時 

電話：045-459-3333 ファックス：045-459-3307 

 

○専門相談窓口 

・横浜市中小企業融資制度等に関する相談 

相談先：横浜市経済局金融課 （横浜市中区本町６－50－10 横浜市役所 31 階）  

受付時間：平日 午前９時～午後５時 

電話：045-671-2592 ファックス：045-664-4867 

 

・経営全般に関する相談 

相談先：公益財団法人横浜企業経営支援財団（ＩＤＥＣ横浜） 

（横浜市中区日本大通 11 横浜情報文化センター７階） 

受付時間：平日 午前９時～午後５時 

電話：045-225-3711 ファックス：045-225-3738 

 

・求職・雇用保険失業給付に関する相談 

相談先：お住まいを管轄するハローワーク 

                                       

お問合せ先 

○青果部卸売業者の解散に係る全般に関すること 

経済局 中央卸売市場本場 経営支援課長 山田 卓 Tel 045-459-3331 

○横浜市中小企業融資制度等に関する相談 

経済局 金融課長 近藤 陽介 Tel 045-671-2586 

○雇用に関すること 

経済局 雇用労働課長 卯都木 優子 Tel 045-671-2303 

○経営全般に関する相談 

公益財団法人横浜企業経営支援財団 経営支援部長 加藤 盛司 Tel 045-225-3714 

 

令 和 ４ 年 ９ 月 2 7 日 
経済局中央卸売市場本場経営支援課 
経 済 局 金 融 課 
経 済 局 雇 用 労 働 課 
公益財団法人横浜企業経営支援財団 

記 者 発 表 資 料 

資料５ 
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